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楽 器 探 訪 音の住処へ

シンプルな構造ながら、ス
ライドの伸縮で音の高さ
を無段階に変えられるト

ロンボーン。さまざまな種類がある
なか、多くの奏者が使っているの
が、B♭管のテナートロンボーンに
低音域を拡張するF管を取り付け
たテナーバストロンボーン。バルブ
を切り替え、息がF管を迂回する
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氏を開発協力プレイヤー
に迎え、約10年の開発期間を要
したもので、イエローブラスベルの

「YSL-825」と、ゴールドブラス
ベルの「YSL-825G」の2モデル
展開となる。
　新モデルの特徴は、奏者の息を
効率よく音につなげるフリーな吹
奏感と、ホールの隅々まで届く芯

のある豊かな響き。ゼノ初となる
素材の組み合わせなど、新しい発
想が詰まった楽器となっている。
「例えば、ベルと抜差管をあえて
異なる素材の組み合わせにしてい
ます。一般的に、イエローブラスの
ベルは輪郭のはっきりした明るい
音、ゴールドブラスのベルは包み
込むような響きの柔らかい音が出

るとされますが、2つの素材を組
み合わせることで、それぞれの特
性をバランスよく生かした音、響き
になっています」と、開発を担当す
る金剛明彦さん。
　息の流れを切り替えるロータ
リーバルブも、通常は一つの素材
で一体型にするところを、異なる
二つの素材による二体構造に。さ

らにキャップの素材、塗装との組
み合わせによって、適度な抵抗感
のある吹き心地を実現している。
　また特徴的なのが、ロータリー
バルブに接続するF管の出入り口
の構造。F管が入り組んでおり息
の抵抗が強そうだが、主管（B♭

管）を吹くときと同じ吹奏感で演
奏できるという。

ことで調が変わる仕組みで、スライ
ドを遠くに伸ばさなくても低音域を
出すことができる。
　2021年4月、世界のトッププレ
イヤーの協力を得てつくられるヤ
マハのカスタムトロンボーン「Xeno

（ゼノ）」に、テナーバストロンボー
ンの最上位モデルが登場。読売
日本交響楽団の首席奏者である

ベルと異なる素材の
抜差管（主管・F管）

異素材から成る
ロータリーバルブ

新形状の三点留め支柱

新しい仕組みの
レバーアクション

ゴールドブラスのスライド外管

カギ継ぎ
一枚取りベル

新設計
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イエローブラスベルの「YSL-825」
はゴールドブラス、ゴールドブラスベ
ルの「YSL-825G」はイエローブラス
と、それぞれベルとは異なる素材を採
用。ほかの楽器とも馴染みやすい、バ
ランスのいい鳴りを実現している。

ケーシング（外枠）に真鍮、内
部の軸受けにリン青銅と、異
なる素材を使い分けた二体構
造のバルブ。洋白＋クリアラッ
カーのキャップとの相乗効果
で、心地よい吹奏感を生む。

主管とF管をつなぐ支柱は、新形状の三
点留めを採用。主管の響きを損なうことな
くF管を支える設計で、開放感のある吹奏
感と響きを生み出す。

奏者の指先の力を的確に伝
え、素早くかつ繊細に操作で
きるように設計。黒の樹脂カ
バーは、奏者の好みで着脱で
きる。

ゼノとして初めて、スライド外管にゴールドブラスを採用。音色変化
の幅が広がることで、より繊細な表現が可能になった。

ベルの振動が増強される
ことで、芯のある存在感の
ある音を、より遠くまで放
つことができる。

理想の音色を生み出す
X
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自然な吹奏感を生むF管の息の流れ
F管の息の流れは主管と
逆方向なことが多いが、
「YSL-825（G）」は同方
向に流れるよう設計されてい
る。さらにF管抜差管の、中
管と外管の重なりを少なくす
ることで、よりスムーズな吹
奏感が得られる。

主管抜差管

F管抜差管

裏側から見た図

キャップ

ケーシング裏側から見た図

写真は「YSL-825」（イエローブラスベル）

新設計

固定式の銀製マウスパイプ
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マウスパイプは、マウスピースを受ける（差す）と
ころにある。音の遠達性があり、存在感のある
響きを生み出す銀製のものを固定式で装備。

主管（B♭管）の息の流れ
F管の息の流れ

一枚取りベルの
加工方法
イチョウ形の金属板を丸めて
接合し、職人がハンマーで叩
いて成形する一枚取りベル。
2種類の接合法があるが、よ
り高い技術を要する「カギ継
ぎ」は、比較的上位モデルで
採用される傾向がある。 カギ継ぎ 共付け

6 7Myujin 2021  Autumn 2021  Autumn  Myujin




